


福建省出身の老華僑と新華僑の協力による
神戸普度勝会の継承

翁 康 健

要 旨

在日華僑は，日本の「お盆」と似た「普度勝会」という中国民間信仰の宗
教儀礼を行っている。普度勝会とは旧暦の7月 15 日に行われる，祖先と無
縁仏を祭る儀礼である。神戸普度勝会が最初に行われたのは 1934 年のこと
である。それは，かつて神戸の老華僑が日本へと持ち込んだ民間信仰の文化
であり，戦争などで中断を余儀なくされたこともあったが，様々な困難を乗
り越えながら今日においても守り続けられている。1997 年には神戸市地域
無形民族文化財に認定され，現在は福建省出身の老華僑─福建同郷会がそ
の運営を担っている。他の地域の出身者たちは，当日の一般参加者として参
加するという形で関わっている。
しかし，老華僑たちが年老いてきたこともあり，20 世紀の末から継承者不
足の問題が浮き彫りとなり，普度勝会は存続の危機に直面している。その危
機を解決したのは 1970 年代以降に来日した同じく福建省出身の新華僑によ
る普度勝会への参加と協力である。
それでは，今日の神戸普度勝会はどのように行われているのか。神戸普度
勝会の開催内容については，1980，90 年代の調査に基づいた詳しい記録があ
る（曽，1987；2013）。しかし，すでに約 30，40 年が経過していることを踏
まえれば，改めて調査を行う価値があるだろう。また，曽の調査は主に普度
勝会の儀礼内容そのものについてのものであったが，本稿では今日の儀礼内
容を確認したうえで，主に人々がどのように普度勝会に参加し，その活動を
行っているのかを確認していく。以上を踏まえたうえで，福建省出身の新華
僑はいかに老華僑と接触し，神戸普度勝会の継承に協力しているのかを明ら
かにしたい。
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1．はじめに

在日華僑は，日本の「お盆」と似た「普度勝会（ふどしょうえ）」という中国民間信仰の宗教

儀礼を行っている。普度勝会とは旧暦の7月 15 日に行われる，祖先と無縁仏を祭る儀礼であ

る。神戸華僑社会においては，「大施餓鬼供養祭」とも呼ばれている。仏教の場合は「盂蘭盆会」，

道教の場合は「中元祭」，そして福建省の民間では「鬼祭」，「七月半」とも呼ばれている。現在

日本においては普度勝会を行う祭祀場所が3箇所だけある。神戸の関帝廟，長崎の崇福寺と京

都の万福寺である。いずれとも，祭りの担い手は福州系華僑（福州市と福清市（県）)1 である。

神戸普度勝会の場合は，関帝廟で行われ，神戸福建同郷会が運営している。他の地域の出身者

たちは，当日の一般参加者という形で関わっている。

まず，神戸普度勝会の歴史について，曽の先行研究に基づきながら概要を整理しておきたい。

普度勝会が初めに行われたのは，1934 年に中山手通7丁目の中華義荘においてのことである。

当時，神戸に住む福州系華僑は9世帯しかなかった。現在のように関帝廟で行われるように

なったのは，第2回（1938 年）以降である。戦後は，神戸華僑の人口が増え始めた時期であり，

福州系華僑が北海道や島根など各地から神戸に移住したこともあって，数十世帯にまで増加し

た。1947 年には第3回が行われ，それ以降，普度勝会は基本的に途絶えることなく毎年継続さ

れてきた。しかし，1980，90 年代において，普度勝会はいくどかの困難に直面した。総理（普

度勝会の総責任者）や紙師（祭儀や追善供養の際に使用する細工物を作る職人）の担い手がい

ないなど，種々の理由で行わなかった年（1984 年，1987 年）や，天安門事件が起こったために

自粛した年（1989 年），冥宅など細工物を造らず日数も内容も簡略化した年（紙師がいない

1990 年，阪神大震災のあった 1995 年）もあった（曽，2013）。

日本では細工物を作る職人がいないため，1988 年から現在にかけては，福清市から紙師を務

める王良清氏を招いていきた。当初はビザの関係から，王良清氏は毎年神戸普度勝会の時期だ

け神戸を訪問していた。しかし，1989 年，1990 年，1995 年には，政治的な理由などからビザが

取得できなかったため，来日できないこともあった。現在，王良清氏は神戸に定住しており，

関帝廟の管理人を務めながら，毎年普度勝会のために細工物を作っている。1997 年に，普度勝

会は神戸市無形文化財に認定された。

20 世紀の末から，普度勝会を担っていた一世の人たちが次々と他界したことによって，普度

勝会は人手不足と後継者難に陥っている。特に震災後は寄付も減り，普度勝会の運営は一層困

難となってきている（曽，2013：359）。福建同郷会にとって，毎年普度勝会を続けることは経

済的，労力的に多大な努力と苦労を要する。その準備と実施は，開催期間の前後合わせて2週

間をかけて行われる。過（2013：258-259）は，華僑の中でも日本の会社につとめるサラリーマ

ン層が増えてきたことなどから，今後その活動を維持することは同郷会にとって切実な課題と

なってくるだろうと述べている。2010 年頃から普度勝会の存続の危機が一転したのは，1970
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年代以降に来日した同じく福建省出身の新華僑による普度勝会への参加と協力のおかげであ

る。新華僑とは，1978 年の中国改革開放以降に来日した中国人のことである。それに対して，

それ以前に日本に渡ってきた人々と彼らの子孫は老華僑と呼ばれる。

それでは，今日では神戸普度勝会はどのような内容で行われているのか。神戸普度勝会の開

催内容については，1980，90 年代の調査に基づいた詳しい記録がある（曽，1987；2013）。しか

し，すでに約 30，40 年が経過していることを踏まえれば，改めて調査を行う価値があるだろう。

また，曽の調査は主に普度勝会の儀礼内容そのものについてのものであったが，本稿では今日

の儀礼内容を確認したうえで，主に人々がどのように普度勝会に参加し，その活動を行ってい

るのかを確認していく。以上を踏まえたうえで，福建省出身の新華僑はいかに老華僑と接触し，

神戸普度勝会の継承に協力しているのかを明らかにしたい。

そのため，筆者は神戸普度勝会について，2017 年から 2018 年にかけて2年間の継続調査を

行った。2017 年の開催時間は8月 24 日～28 日（金～月）であり，2018 年の開催期間は8月 23

日～27 日（金～月）であった。各年の開催期間はもちろんのこと，その前後においても，神戸

の中華街（南京町），中華会館，神戸華僑歴史博物館などの華僑の集落地でフィールドワークを

行った。主な調査方法は，参与観察と聞き取りである。筆者はボランティアとして，普度勝会

の運営を手伝いながら，人々との会話の中で調査を行った。多くの老華僑はネイティブの日本

語を使うので，彼ら対しては基本的には日本語でインタビューを行った。新華僑に対しては，

基本的には中国語（普通話）でインタビューを行った。そして，福建省出身の新華僑は方言（福

州語，福清語)2 で話すことが多いので，彼らとは方言で話すこともあった。このように，多数

の主催者と一般参加者に聞き取り調査を行った。

2．神戸普度勝会の内容

2-1 神戸普度勝会の祭場の設いについて

まずは，図1を参考にしながら，2017 年の普度勝会の会場の設いについて説明する。図の左

半分は元々関帝廟の祭祀スペースである。関帝廟の諸神は普度勝会の祭祀神とは別であるが，

関帝廟の諸神も普度勝会の祭祀対象となる。祭祀の手順としては，普度勝会会場の祭祀神と先

祖を祭ってから，関帝廟の諸神を祭ることとなっている。

図の右半分は普度勝会の祭祀神と先祖の冥宅を設置するスペースとなる。山門の右側にはも

う1つの入口があり，「普度勝会」の紙灯籠が掛けられることで，そこが普度勝会会場の入口（写

真2）となる。入口外側の両脇には，縁金（寄付金）を出した人々の名前が書かれた「芳名録」

が設置されている。入口左側の壁には「天地公」の紙位牌が張り付けられている。入口を入っ

てすぐのところには，僧侶が読経をするために使う神壇がある。その左側は線香・冥紙販売の

スペースである。礼堂へと入る階段の右脇には「魏府冥宅」と2軒の「旅日華僑各姓宗祠冥宅」
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（写真3）が置かれており，礼堂の階段の左脇下の左側は「欧府冥宅」と2軒の「無縁者冥宅」

が設置されている。無縁者冥宅のその左側は奥には受付のテーブルがある。

礼堂の階段を上がると，礼堂の門に入る手前に小さな入るまでのスペースがあり，右側に「陰

陽司官」の冥宅と「七爺」・「八爺」の紙神像（写真5），左側に「寒林所」の冥宅が設置されて

いる。門を抜けてすぐに見えるのは「韋馱菩薩」の紙神像であり，その裏には「監齋菩薩」の

紙神像がある。礼堂右側には「地獄十殿」の冥宅が2軒と「普度公」の冥宅と紙金山・銀山が

飾られている。左側には「地蔵菩薩」の紙位牌と「水晶宮」の紙位牌と紙船が置かれており，

その隣は「震災戦争犠牲者」冥宅と「福建同郷会逝去会員記念堂」冥宅が並んでいる。礼堂の
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図 1 神戸普度勝会の祭場の設い
注：2017 年普度勝会の祭場の設いに基づいて，筆者が作成した。



一番奥には「施餓鬼壇」が設置されている。施餓鬼壇は鉄パイプ3段で組み立てられており，

一番下の段の中央に観音菩薩の神像と香炉が安置され，その両脇には紙僧侶と紙道士が立って

いる。2段目と3段目にもそれぞれに香炉がある。施餓鬼壇の後方には紙金山・銀山・真衣山

が飾られている。

図の一番左下のところに位置しているのは，事務室と厨房である。普度勝会の開催期間の料

理はこの厨房で作られている。関帝廟の入口正面の車道を渡ると，福建同郷会の会館がある。

福建同郷会の会館の入口には，天燈が飾られている。

以上が，2017 年の普度勝会の祭場の設いであった。ただし，2018 年の普度勝会の際には，礼

堂の一番奥の施餓鬼壇に観音菩薩の神像が置かれておらず，他方で紙塔が増えるなどの違いが
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写真 1 神戸関帝廟（本堂）（筆者撮影) 写真 2 普度勝会会場の入口（筆者撮影)

表 1 普度勝会の祭祀対象一覧表
関帝廟のスペース 普度勝会のスペース
関帝聖君（神像）
天地神炉（香炉）
南無観音菩薩（神像）
天后聖母（神像）
福徳正神（神像）
指南宮（神像）
地蔵王菩薩（神像）
喉呀（神獣像）

天地公（紙位牌）
観音菩薩（神像）（2018 年の場合はなし）
地獄十殿（冥宅）
普度公（冥宅）
地蔵菩薩（冥宅）
水晶宮（冥宅）
韋馱菩薩（冥宅）
監齋菩薩（冥宅）
陰陽司官・七爺・八爺（冥宅）
寒林所（冥宅）
福建同郷会逝去会員記念堂（冥宅）
震災戦争犠牲者（冥宅）
旅日華僑各姓宗祠冥宅（冥宅）
個人の冥宅



認められた。また，2017 年の場合には，「地蔵菩薩」と「水晶宮」は紙位牌のかたちで置かれて

いたが，2018 年の場合は冥宅として設置されていた。そして 2017 年の時には，「震災戦争犠牲

者」と「福建同郷会逝去会員記念堂」の冥宅はそれぞれ別のものとして2軒に分けられていた

が，2018 年の時には1つにまとめられていた。そのほかにも，2017 年には冥紙の焼却炉が入口

の外の歩道に設置されていたのに対して，2018 年には関

帝廟の焼却炉「金亭」の横に置かれているなどの違いが

あった。

また，2018 年の普度勝会では，台風 20 号の上陸の影

響で，それに対応するため，祭場の設いが一時的に変更

されることがあった。たとえば，礼堂の外に置かれてい

た冥宅は，全て部礼堂の中に設置されることになった。

本来，冥宅は神様と人間（先祖）のものとで区別されて

いる。神様の冥宅だけは礼堂の中に設置する決まりに

なっていたが，台風の影響でやむを得ず先祖の冥宅を含

めた全てを礼堂の中に設置することになったのである。

また，「陰陽司官」の冥宅と「七爺」・「八爺」の紙神像も

礼堂の中に移動し，それらが元々置かれていた場所は，

線香・冥紙販売のスペースになった。そして，「寒林所」

の冥宅も礼堂の中に移動させられ，それがあった場所は

受付に変更された。「芳名録」も礼堂内に移動された。

― 298 ―

北海道大学大学院文学院 研究論集 第 19 号

写真 3 左は個人の「冥宅」；右は「在日華僑各姓宗祠」（筆者撮影) 写真 4 紙製の祖先の位牌

写真 5 中央は「陰陽司」の冥宅
右は「七爺」（長爺）
左は「八爺」（倭爺）
（筆者撮影）



2日目以降は天気が好転したため，受付のテーブルは礼堂の階段の下，従来の場所へと戻され

た。「芳名録」も普度勝会会場の入口の外側に戻されたが，冥宅はそのまま全て礼堂の中に設置

されたままであった。

2-2 神戸普度勝会の行事活動

普度勝会の行事活動は前夜祭（最初の1日目）と本祭（2日目から4日目）に分けられる。

5日目には精進落とし，補施と謝宴を行う。その内容について，2018 年のフィールドノートに

基づいて説明する。

● 8月 23 日（木） 前夜祭 1日目

1日目の前夜祭は，主に準備と神々の「入堂進行」および魂を呼ぶための「入魂式」を行う。

朝9時半頃の時点では，人はまだあまり集まっていなかった。関帝廟管理人夫婦とアルバイト

で雇われた数人が程度である。普度勝会を手伝うのはほとんどボランティアであるが，次の2

つの役割についてのみ，アルバイトを雇っている。1つは洗い場係であり，もう1つはお供え

係である。昔は大体留学生を雇っていたそうだが，それは貧しい留学生を助けるためでもあっ

た。現在では，留学生は自由にコンビニや居酒屋等でアルバイトすることができるので，この

仕事を引き受ける留学生はいなくなっている。代わりに雇われているのは，家族ビザで来てい

る在日華僑の親戚である。彼らはほとんど日本語が話せないため，普段は日本で仕事をするこ

とができない。そのため，この機会に少し小遣いを稼ごうというのである。

朝 10 時から主催側のスタッフが次第に集まってきた。皆，まずお互い挨拶を行った。同じ

組織に所属しているとしても，普段なかなか会えない人もいるようである。10 時 20 分頃，十

数名の男性が集まって打ち合わせを始め，これからの仕事と役割分担を行った。まず，一番大

事なのは「施餓鬼壇」の設置であった。普段は隅の方に収納されている部品を取り出し，それ

を組み立てていた。「施餓鬼壇」の設置ができた後は，冥宅の設置である。1つ1つの冥宅を順
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写真 6 礼堂内部（筆者撮影) 写真 7 礼堂外部（筆者撮影)



番通り並べ，それぞれにお供え机をつけて，祭祀用の布を敷く。一方，頼まれた食材と飲料も

次々に厨房に搬入された。この時，女性も数人ほど集まった。彼女らは，洗い物，供物の準備

と昼ごはんの準備を行っていた。

12 時頃に礼堂の設営がおおむね完了し，皆が福建同郷会館内で昼食をとった。食事の後は昼

休みの時間になる。用事で家に帰る人や，職場に戻る人もいた。ここでボランティアをしてい

る人たちの中には，自営業で中華料理店の経営者をしている人も多くいる。彼らは店のことも

同時に気を配らなければならない。また女性たちはほとんどが主婦であり，子どもの面倒と家

事もしなければならない。従って，普度勝会の開催期間を通して，何度も関帝廟と家・職場の

間を往復する人の姿がよく見られた。一方，昼休みの時間で特に用がない人は，福建同郷会館

内で雑談をしたり，中には麻雀・トランプをしたりする人もいた。このような娯楽も祭祀儀礼

活動には不可欠である。昔は主催側が，普度勝会の期間中に参加者のためわざわざ多数の麻雀
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表 2 2018 年度神戸水陸普度勝会行事進行表
8月 23 日(木)
前夜祭

8月 24 日(金)
初日

8月 25 日(土)
中日

8月 26 日(日)
最終日

8月 27 日(月)
精進落し

8時 冥加回向
8時～補施
白馬焼 豚解体
中尊出堂 結束

9時

9時 30 分頃～
上午拝籤

9時 30 分頃～
上午拝籤

9時 30 分頃～
上午拝籤10 時

普度勝会
場内準備

謝宴会準備
11 時
12 時 謝宴会

12 時～

謝宴会終了

13 時
14 時

15 時 下午拝籤
15 時頃

下午拝籤
15 時頃

下午拝籤
15 時頃

16 時 灯籠流し 後片付け
17 時
18 時 入堂行進

入魂式
（18 時～21 時)

前 儀
後 儀

19 時
大施餓鬼
前儀後儀
19 時～21 時

大施餓鬼
前儀後儀
19 時～21 時

大施餓鬼
前儀後儀

19 時 30～21 時
20 時

21 時

22 時 送仏儀・冥宅
送火供養

23 時 後片付け
清 掃

出典：普度勝会会場に掲示されていた進行表をもとに筆者作成



とトランプを用意していたようである。現在は新華僑のスタッフだけがこの娯楽活動をやって

いる。

午後の時間，祭祀を行うために来た一般参加者も何人かいた。本来本祭は2日目から始まる

が，用事で今日だけ来られるという人や，翌日の台風を心配する人が早めに来た。夕方6時頃

に夕飯の時間が始まる。僧侶たちはもうすでに関帝廟に到着していた。彼らは関帝廟事務所の

2階に泊まっている。食事の後，7時頃から「入魂式」が始まった。

まだ前夜祭であるので，参加者はほとんど主催側のスタッフのみであった。前夜祭の儀礼は

あまり長くなった。8時頃に片付けをした後，皆家に帰った。去年は皆 10 時くらいまでにい

たが，今年は台風の心配から皆いつもより早めに帰った。

● 8月 24 日（金） 本祭初日 2日目

2日目は本祭の初日である。この日から3日間は1日3回，午前，午後，夜の拝籤を行う。

朝9時頃の時点では，一般参加者はまだ来ていないものの，すでに何人かのスタッフが集まっ

ていた。特に受付当番の人に関して言えば，この時点ですでに準備を終えている状態であった。

当日の参加者からの寄付金は，「縁金」（金額自由）と，祖先の紙位牌（写真4）を作るための

「祖先」（5千円）という2種類に区別される。受付当番はそれを受領した後，支払いを行った

人の名前を「芳名録」に記入する。大体の人は特にはっきりとした役割分担を受けているわけ

ではなく，どこかで人が足りない時に，その都度助け合う形をとっている。しかし，いくつか

のポジションに限って言えば，明確な役割分担がなされている。具体的には受付，線香，冥紙

販売，厨房統括，仕入れ，フリーといったポジションについては，当番が決められていた。そ

のほか，冥紙を買った後，その上に名前を書く必要がある。書き方は特別であるので，それを

書く人も担当者が決まっている。本来であれば，冥紙を買った人は自分自身の手で，金亭で神

様や先祖に燃やしてあげるのが通例だが，普度勝会期間中に関して言えば，大量の冥紙がある

ことに加えて混雑もしているので，冥紙の燃焼もアルバイトの人がまとめて行うことになって

いる。そのため，冥紙の上にそれを受ける人と送る人の名前を正確に書く必要があるのである。

先祖などの亡くなった人にだけ冥紙をあげる人もいれば，神仏にも冥紙をあげる人もいる。

神仏にあげる冥紙は長方形の「金銭」を使うのに対し，人間にあげる冥紙は四角の「銀銭」3 を

使用する。いずれも普段は1束 1000 円で販売されているものだが，普度勝会期間中には 700

円で販売されている。先祖などの亡くなった人にあげる冥紙は何束をあげても良い。お金をた

くさん送りたいという人が，数束重ねて先祖にあげるということもよくある。神仏にあげる場

合，大体は1人の神仏につき1束ずつあげる。多くの人はすべての神仏にあげ，セットで 10 束

を買う。そのセットは9名の神仏プラス無縁者（寒林所）へと向けたものである。もちろん特

定の神仏だけにあげることも可能である。冥紙をあげるには，名前を書き入れた後，それぞれ

の神仏に対応する所定の位置に置けばよい。

冥紙を買わないという人も少なからずおり，その人たちは線香のみでの参拝を行っていた。
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線香は 2017 年には1束 500 円で販売されていたが，2018 年には1束 300 円で販売されていた。

昨年は礼堂の煙が強すぎたので，従来1つの香炉に線香を3本刺していたところを，今年は礼

堂内の香炉に限り1本ずつ刺すことが決められた。本堂の場合，3本刺すことは変わらない。

従って，2018 年の1束あたりの線香の本数は昨年の半分となっている。値段が安くなっていた

のは，そのためである。線香と冥紙は，基本的には皆関帝廟で買うが，自分で線香と冥紙を持

参する人も少なくない。

現在では，普度勝会期間中は1日あたり 20 数万円分の線香と冥紙が買われている。しかし

10 数年前には，1日あたり 100 万円分も買われていたそうである。筆者の観察した限り，冥紙

を買う福建同郷会の老華僑は少ない。特に，神仏にあげる冥紙を買う老華僑はとても少なく，

先祖や友人のために冥紙を買う人が多少いるという程度である。ただし，一般参加者の中には，

神仏や先祖のためにたくさんの冥紙を買う老華僑が相当数いた。一般参加者の老華僑の多くは

信仰のために訪れているのに対して，福建同郷会の老華僑は伝統文化を守ることや，イベント

の開催やネットワークの維持・形成を目的して来ていることが多いためであろう。それに対し

て，福建省出身の新華僑の多くは先祖や友人のための冥紙を数多く買っていた。そればかりで

なく，さらには神仏にあげる冥紙もセットで買う人も多かった。このように，冥紙を買うため

1万円以上をかける新華僑は少なくない。ある新華僑に「このようにお金いっぱい出すのはき

つくないですか」と聞いたところ，「確かにお金はかかっているが，普段は別のところで節約し

ていて，やはりこの時は先祖のため，神様に守ってもらうため，お金を使うべきだ」という回

答が得られた。

また，多くの新華僑は毎日関帝廟に着き次第，まず線香を用いた参拝を行う。その後，拝籤

にあたって，再度線香による参拝を行う人もいる。このように毎日，そして1日に数回線香の

参拝を行う新華僑は少なくない。それに対して，多くの福建同郷会の老華僑は1日目の最初に

線香の参拝を行うのみである。中には全く線香の参拝を行っていない人もいたようである。

朝 10 時頃に午前中の拝籤が行われた。朝の拝籤はやや短く，15 分くらいであった。その頃

から，一般参加の人も次々と訪れるようになってきた。参拝した後すぐ帰った人もいれば，残っ

て知り合いとゆっくり話しながら昼食を待っていた人もいる。昼 12 時ごろ，皆で一緒に福州

市（福清市）の「米粉」（麺の一種）を食べた。福州市（福清市）の人にとっては，本物の故郷

の味である。皆が「やはりこの味だ」と絶賛していた。ちなみに，筆者自身も福州市出身であ

るので，筆者にとっても懐かしい味であった。

食後，また用があって帰った人もいれば，福建同郷会館内で歓談したり，麻雀をしたりする

人もいた。3時の直前から，午後の拝籤が始まる。午後の拝籤では，まず礼堂内で読経を行い，

その後，礼堂の外でも読経を行う。礼堂の外で読経する際には，「銭撒き」（10 円玉）と「餅撒

き」（写真8）（福清市の餅─光餅（ゴゥンビィン））を行う。僧侶がお金と食料を空中に撒く

ことで，それを死者にささげるという意味がある。僧侶の読経によって，お金と食料が百倍，
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千倍になると信じられている。参加者は，その撒いたお金と餅を拾うことが許されている。そ

れらは供物であるため，それをもらえたら，好運を招くことができると言われている。そのた

め，お金と餅をもらうために，この時全員ここに集まるのである。

午後の拝籤の後は，再度自由時間となる。夜6時頃に夕飯の時間になる。夜の精進料理は昼

よりご馳走である。ご飯や野菜炒め，野菜天ぷらなどがある。円卓を囲んで，皆で歓談しなが

ら，食事する（写真9）。夜7時からは，夜の拝籤が始まる。夜の拝籤には，普度勝会の経理と

福建同郷会の理事長の参加が必須である。彼らは太い線香を持ちながら，1列目の中央に座る。

儀礼が始まると，まず僧侶が礼堂内で読経をする。途中僧侶が関帝廟を一周回って，すべての

冥宅や神仏の前に行き，線香をつける。そのとき，参加者も僧侶の後についていく。その後は

また礼堂に戻り，読経を続ける。読経を聞きたい人は礼堂内に集まり，静かに座って読経を聞

いていた。一方，外で歓談していた人もいた。

このように，1日に3回拝籤を行う。拝籤が始まる前には供物を全部新しく変える。供物も

神仏と人間とで，少々異なる。神仏の場合は，全 12 種類のおかずと茶・酒5杯ずつである。供

物の内訳は，なつめのスープ，白飯，レンコン，椎茸，もやし，コーン，油揚げ，たけのこ，

金針（キンツェン），インゲン豆，にんじん，木耳である。人間の場合は，全7種類のおかずと

お茶・お酒3杯ずつである。人間のおかずは，神仏の 12 種類の中から7種類を選ぶ。

拝籤の後，一般参加者はすぐ帰った。主催側の人たちはその後また片付けをした。9時過ぎ

頃に関帝廟の門が閉まった後も，まだコアスタッフのメンバーが何人か残り，打ち合わせをし

ていたらしい。本祭初日は金曜日だったので，参加者は少なかった。参加者の入れ替えもあっ

たが，最も人が集まったタイミングでも 30，40 人であった。中日と終日は週末であるため，2

日目と3日目は人が増えると言われていた。

● 8月 25 日（土） 本祭中日 3日目

3日目は本祭の中日である。前日のように朝9時頃くらいから，受け当番のスタッフはすで

に準備を終えていた。この日も 10 時くらいに朝の拝籤を行った。その時点では，人もまだあ
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まり集まっていなかった。11 時くらい頃になると，人が増えてきた。特に昼食などのことを手

伝う新華僑は，そのほとんどが集まっていた。この日は週末であったため，多くの新華僑が家

族や子どもを連れてきた。昼食の前後はやはり人が一番集まる。受付や線香の売店が混雑にし

ていた。

線香をつける手順や冥紙の出し方については，知らないという人も多いようである。親戚や

友達に連れてこられた人は，大体親戚や友達に教えてもらっている。姉が妹を連れてくる，兄

嫁が弟嫁を連れてくる，姑が嫁を連れてくる，友人が全然普度勝会の祭祀習慣のない人を連れ

てくる，などのパターンがよく見られた。ある新華僑の女性はダンスのサークルに参加してお

り，そこには中国の東北などの出身の人がいた。彼女らはこういった民間信仰の習慣を持って

おらず，精進料理も食べたことがない。今回，福建省出身の新華僑の友人の呼びかけにより，

初めて普度勝会に参加した。現在は普度勝会に参加する新華僑が増えているので，彼らの呼び

かけにより，40，50 代の人が増えている。逆に，60，70 代の参加者が減っているという印象を

受けた。

昼の後は，用事や，休憩のため，しばらく会場を離れていた人もいた。3時からの午後の拝

籤が始まる前に，人々が再び集まってきた。この日も初日と同様，まずは礼堂内で読経を行い，

その後また礼堂の外で読経と，「銭撒き」，「餅撒き」を行った。この日はさらに，今日は「灯籠

流し」（写真 10）も行った。実は普度勝会の正式名称は「水陸普度勝会」である。すなわち陸上

と水上両方で祭祀を行う。「水晶宮」の龍王も祭祀対象となっているのは，そのためである。昔

は，車で人々を浜まで運び，そこで祭祀を行っていた。筆者も神戸歴史博物館の動画でそれを

確認した。ただし，現在はそれを簡略化している。浜へは行かずに，紙で作った船を水の入っ

たバケツに紙で作った船を乗せ，関帝廟の入口で祭祀を

行う。参加者は1本ずつ線香を持って祭祀に参加する。

僧侶が読経を終えた後，参加者がそれぞれの線香を香炉

に刺し，紙船が燃やされる。

夕方5時頃には，約 40 人の日本人が普度勝会の見学

をしに訪れた。彼らは「移情閣友の会」の会員である。

移情閣友の会の会長は福建同郷会のメンバーであり，彼

はこういった中国人文化を日本人に知らせるため，同会

の会員たちに参加してもらっているという。すでに

2018 年における4回目の見学活動であった。彼らはま

ず礼堂の中に集まり，会長による関帝廟と普度勝会につ

いての説明を聞いた。その後，会員たちは線香をつける

体験をしてから，後関帝廟と普度勝会の見学を行った。

最後には，精進料理の体験も行った。
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夜7時頃に，また夜の拝籤が始まった。9時頃に拝籤が終わると参加者は帰り，スタッフた

ちが多少の片づけしてから，今日の行事が終了した。

● 8月 26 日（日） 本祭最終日 4日目

4日目は本祭の最終日である。前日と同様，朝 10 時頃に朝の拝籤を行った。昼頃になると，

人が少しずつ増えてきた。昼食の後は特に祭祀のスケジュールが入っていなかったため，人が

一時的に少なくなった。午後の拝籤になると，再び人々が集まってきた。その後，新華僑たち

は夕食と翌日の謝宴のため，福清の料理─「ピーナッツ餃子」を作った。この場で，来客たち

に自分たちの故郷の料理を味わってもらおうというのが福建省出身の新華僑たちの思いであ

る。

午後の拝籤以降，参加者はますます増えてきた。この日の夜に「送仏儀」（写真 11）のあと，

冥宅を燃やすという「冥宅送」（写真 12）の儀礼を行うため，たくさんの人手が必要とされる。

個人の冥宅を送るにあたっては，基本的には家族や親族がその搬送の作業を行う。そのため，

夜に各個人の冥宅を持っている人の家族や親族が集まってくる。ほかの神仏の冥宅は手が空い

ている人に搬送の作業を協力してもらう。「冥宅送」にあたって一番大変な作業は，冥宅を燃や

すための，高さ3，4メートルの鉄の籠を設置することである。夕方から，福建同郷会の若者

たちが関帝廟の外の歩道で作業をはじめた。この時，多くの老華僑の子どもたちが手伝いをし

に来た。

この日の夕飯時には，他の時間帯よりも多くの人が集まり，100 人以上がいた。夜7時から

は「送仏儀」のため，礼堂の外の空き地で施餓鬼壇が設置されはじめた。たくさんのお米，酒

のほか，約 200 品の供物が並べられた。それぞれの供物の上にはで小さな旗が差されており，

福建同郷会のメンバーの名前が書かれている。7時半頃くらいになると，僧侶はまず礼堂内で

読経をはじめた。この日は礼堂内で読経を聞く人が数多く集まった。8時半頃ごろから，礼堂

外での法要がはじまった。参加者たちは線香を持って僧侶の後に続き，円を作って施餓鬼壇の
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周りを3周回った。その後，「冥宅送」を行った。手順通り，冥宅を関帝廟の外の通り道へと運

び，鉄の籠で燃やして，あの世に送った。

9時半頃ごろに「冥宅送」は終了し，一般参加者は解散した。主催側のスタッフはその後，

後片付けを行った。この今日の片付けはいつもより大変である。鉄の籠の片付けと礼堂内の施

餓鬼壇の解体，関帝廟全体の水洗いだけでなく，翌日の謝宴のための会場の設営などの作業を

する必要もあった。すべて終わった頃には，ほぼ 12 時になっていた。その後，皆で一緒に米粉

の夜食を食べた。前の米粉とは違い，この夜の米粉は精進料理ではなく，肉や海鮮も入ってい

た。「送仏儀」のあとは，もう肉料理を食べても良いということである。翌日の朝の行事に備え

て，また中には早い時間から来なければならない人もいたので，夜食を食べた終えた後は皆，

それぞれ帰宅した。

● 8月 27 日（月） 精進落とし 5日目

前日までで普度勝会の祭祀儀礼は一応終了したが，後祭りとして，5日目は精進落としや冥

加回向（みょうがえこう，別名：補施）を行う。その後，謝宴（写真 13）も開催する。普度勝

会の祭祀期間中の供物は「素菜（肉のない料理）」なので，精進料理しか提供していない。最終

日の送仏儀が終った後は，「葷菜（肉料理）」が登場する。最終日の翌日の朝8時から，精進落

としが行われる。精進落としのため，鶏・豚・魚を使ったブタ供養が行われる。いわゆる「祭

三牲」である。精進落しと同時に，5日目の午前中で冥加回向（補施）も行う。補施は足や目

が不自由などの理由で普度勝会の祭祀期間の法要に間に合わなかった霊を供養するため，追加

で行う法要である。

朝8時頃の時点で，約 20 人が集まった。僧侶，廟管理人のほかほとんどは福建省出身の新華

僑であった。福建同郷会の老華僑は2，3人がいた。仏壇や供物を設置して，約 30 分の法要を

行った。平日だったので，その後すぐ職場に向かった新華僑もいた。ほかの人は少し休憩して，

10 時から謝宴の準備を行った。休憩の際には，新華僑たちが近くのカフェでおしゃべりをしな

がら，ゆっくりしているのを見かけたりもした。筆者も誘われて，一緒にカフェで話をするこ

ともあった。その場では，新華僑たちは方言を使っていろいろな雑談をしていた。

10 時頃になると，皆で再び関帝廟に集まり，謝宴の準備を始めた。オーダーした食材や飲み

物などのものも次々と搬入されていった。当日の料理は，前菜盛り合わせに限り中華料理屋の

神仙閣に頼んでいたが，ほかの料理は関帝廟の厨房で，新華僑が経営している中国料理屋のス

タッフが調理している。女性たちは礼堂内で，謝宴会場の準備をしていた。朝の法要の後，一

旦午前中職場へと出て行った人々も，また昼頃から手伝いのために戻ってきた。ある 30 代の

女性は朝8時の補施に参加してから9時頃に職場へと向かい，その後 12 時頃くらいにまた謝

宴の手伝いのために関帝廟に戻ってきた。そして 14 時頃に謝宴が終わった後に，また職場へ

とに戻っていった。彼女にこのように何度も移動するのは大変ではないかと聞いたら，「まぁ，

大変だけど，普度勝会のため，この数日だけだから，大丈夫」と言っていた。
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福建同郷会の理事長と副理事は一緒にゲスト席の準備をしていた。当時では 20 個のテーブ

ルが用意され，約 200 人が参加することが予想されていた。前方の7，8テーブルが指定席で，

普度勝会に協力した組織がゲストとして招待される。2018 年では，合計 24 組の団体が謝宴に

招待されていた。その中には兵庫県の華僑と関わる組織もあれば，普度勝会に協力した地域の

日本人団体もある。

11 時頃に，参加者が次々と到着した。12 時頃から，福建同郷会理事長の挨拶を封切りとして，

謝宴が始まった。途中，福建同郷会理事長，副理事長2名，会計と事務局長，計5名の役人が

各テーブルを回って挨拶を行った。現在，上記の5人の内，理事長と会計のほかは新華僑が務

めている。

平日だったこともあり，また仕事がある人も多くいたため，謝宴は午後2時頃に終了した。

参加者たちを見送ったあと，主催側のスタッフが後片付けを行った。3時頃にはほとんど終了

し，そこで解散となった。残っていたのは，廟の管理人と食器洗いなどのためのアルバイトで

雇われる人たちだけであった。ここで，5日間の神戸関帝廟の普度勝会の行事活動は終了と

なった。

3．福建省出身の老華僑と新華僑の協力による神戸普度勝会の継承

以上においては，普度勝会の開催内容や，そこで人々がどのように動いているのかを見てき

た。現在普度勝会の開催にあたり，福建省出身の老華僑と新華僑が協力して普度勝会を運営し

ていることが確認できた。それでは，福建省出身の新華僑はいかに老華僑と接触し，普度勝会

の運営に関わるようになったのだろうか。

福建省出身の新華僑は中国の学校教育で普通話も習得しているものの，福建省で育てられた

ため，方言が主要な言語となる。そして，地縁に基づく方言は彼らを結びつける重要なきっか
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けとなる。さらに言えば，新華僑の間には血縁関係を持つもの同士も数多くいる。しかも，彼

らの中には戦前に来日した老華僑と血縁，地縁（村）関係を持つものも多くいる。このように，

福建省出身の老華僑と新華僑の間には，血縁，地縁関係での結びつきがある。そのことについ

て，張（2015）の論文では詳しく紹介がなされている。例えば，L氏は新華僑の一員であるが，

彼の父は戦前に神戸に来て，福建同郷会に所属していた。そのことをきっかけとし，L氏は福

建同郷会と親しい関係を持っているのである。現在は彼も福建同郷会に所属している。福建省

出身の新華僑の中には，こういったパターンで福建同郷会の老華僑との関係を有している人が

多くいる。このように，福建省出身の神戸華僑の，血縁，地縁に基づいた同郷集団との結びつ

きは，老華僑と新華僑の橋渡しとしても効果的に作用している。こうしたきっかけから，福建

省出身の老華僑と新華僑との関係性の土壌が形成されている。

一方，福建省は中国民間信仰といった宗教文化を強く持っている地域である。そのため，福

建省で育てられた新華僑たちは，普度勝会といった宗教文化に強い関心を持っている。普段か

ら彼らは関帝廟で祭祀儀礼を行っている。そして，普度勝会の際にも，祖先を祭るために積極

に参加している。

このように，神祇祭祀，祖先祭祀といった中国民間信仰の宗教活動に強い関心を持つ福建省

出身の新華僑が，血縁，地縁により老華僑を中心とする福建同郷会に関わることで，普度勝会

の開催への協力が始まった。さらに，福建同郷会における数人の新華僑をはじめとして，2011

年に神戸同人連誼会4 が設立された。それをきっかけとして，多くの福建省出身の新華僑が普

度勝会に関わるようになった。普度勝会の開催を手伝っている多くの神戸同人連誼会のメン

バーに話しを聞いたところ，元々皆，関帝廟で祭祀儀礼を行う習慣を持っていた。そして神戸

同人連誼会に参加した後で，ほかのメンバーに呼ばれて，普度勝会を手伝い始めたのだという。

普度勝会の開催を手伝うことはすでに神戸同人連誼会の1つのイベントになっている。普度勝

会の開催・運営において，新華僑は様々なところで活躍し，人手不足を補っている。特に，厨

房係はほとんど新華僑に任せられている。新華僑は自分が経営している店のコックを派遣した

り，料理を提供したりしている。また，女性の新華僑は供物係としてよく働いている。資金面

でも，普度勝会全体の運営は寄付金や様々な華僑と関わる団体の支援によって応援で維持され

ているが，ほかの細かいところは多くの新華僑が自発的に出資している。現在では，同人連誼

会の 40 数名のメンバーのほぼ全員が普度勝会の手伝いに参加している。

しかし，普度勝会の運営に関する会議は福建同郷会の中だけで行われている。ただし，実際

のところ，多くの福建省出身の新華僑は福建同郷会と神戸同人連誼会の両方に所属している。

神戸同人聯誼会の会長と数人の理事は福建同郷会の理事でもあるため，まず彼らが福建同郷会

の理事会から普度勝会の開催の詳細を把握してから，その後神戸同人聯誼会のメンバーに伝え

る形とされている。そのため，現在の普度勝会の運営は，福建同郷会と神戸同人連誼会の協力

によるものとは言えない。ただし，神戸同人連誼会の存在によって，福建省出身の新華僑が福
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建同郷会に関わりやすくなり，新華僑と老華僑の協力を促進しているということは，確かに言

えるだろう。従って，現在普度勝会の運営は依然として，福建同郷会を中心としているものの，

福建省出身の老華僑と新華僑の協力により継承されていると言えよう。

2017 年に筆者が調査を行った時には，まだ多くの老華僑が普度勝会の現場で働いていた。そ

の時，多くの老華僑たちが「今の新華僑は本当に頼りになって，そろそろ彼らに任せたい」と

言っていた。そして，2018 年の調査を行う前に，筆者が昨年にお世話になった老華僑に連絡し

た際，彼は「自分はもう年を取ったから，今年からは引退する。普度勝会は新華僑に任せてい

る。自分は時々顔を出す」と話していた。実際のところで，2018 年の普度勝会の1日目の朝に

は数人の老華僑がいたが，主に新華僑を中心として，様々な準備を行っていた。1日目に昨年

会った老華僑の多くを目にすることはなかった。彼らと会ったのは3，4日目であった。

4．おわりに

福建省の場合は民間信仰といった中国伝統宗教文化の慣習を強く持っている。そのため，福

建省出身の新華僑は日本に来ても，関心を継続し，普段から関帝廟に通い，神仏・祖先を祭っ

ているので，普度勝会も重視しているのである。それは彼らが普度勝会に参加する1つの重要

な契機となっている。また，福建省出身の新華僑は血縁，地縁に基づいて，同じ方言を話す人々

が集まり，神戸同人聯誼会を立ち上げた。彼らは老華僑との地縁はもちろんのこと，中には血

縁を持っている人もいる。そのことをきっかけとして，福建省出身の老華僑と新華僑は結ばれ

ている。それが福建省出身の新華僑が普度勝会の運営に協力した1つ重要な原因である。

このように福建省出身の新華僑は伝統宗教文化への関心を基盤として，老華僑とのつながり

に加わり，普度勝会の運営に協力し始めた。そのことによって，普度勝会の存続の危機は何と

か回避されたようである。しかし，具体的に今後どのように普度勝会の維持活動を老華僑から

新華僑にバンドンタッチしていくのかは，まだ明確ではない。現在のところは，普度勝会の責

任者は依然として福建同郷会の老華僑を中心としている。しかし，福建同郷会の老華僑の理事

は，これからは普度勝会の運営を新華僑に任せようと言っている。そのため，今後普度勝会の

維持活動をいかに新華僑に引き継いでもらうのかは，老華僑と新華僑の間でまだ検討を行って

いく必要がある。

また，後から神戸に来た新華僑が日本華僑社会における普度勝会を引き継いだことを通して，

海外に渡った華人宗教の展開について少し考えてみたい。後継者不足の問題から，神戸普度勝

会は存続の問題に直面した。このように，神戸華僑社会においては，中国の伝統的な宗教文化

は弱体化する傾向にある。それに対して，強い宗教信仰を持つ新華僑の来日により，神戸華僑

社会の宗教信仰状況は復興へと向かう傾向にある。新華僑の宗教慣習は中国で身につけたもの

であるため，神戸華僑社会の宗教信仰状況は中国社会の宗教信仰状況にとつながっていると感
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じられる。つまり，かつて福建省では宗教信仰状況が盛んであったので，福建省出身の新華僑

は強い宗教信仰を持つことが可能であった。その人たちが日本に渡り，宗教活動を継続してき

たことによって，日本華僑社会の宗教信仰状況に影響が生じたのである。他方で，曽（2013）

は「王良清氏が紙師を務めてから，福清市の祭り方の影響を受けて神戸普度勝会の内容にも多

少変化があった」とも述べている。これはまさに，中国本土の宗教信仰が神戸華僑社会に与え

ている影響であると言えよう。

このように，海外に渡った華人宗教の展開は，中国本土の宗教信仰とつながっていると考え

られる。つまり，中国の宗教信仰状況が盛んであれば，人々は強い宗教信仰を持つことができ

る。その人たちが海外に渡り，宗教活動を継続することで，華僑社会の宗教信仰に影響を与え

ることもある。近年，海外華僑華人とのつながりによって，中国本土における民間信仰が復興

へと向かう傾向にあると言われる（玉置，2012）。しかし今回の調査では，それとは逆に，中国

本土の宗教信仰状況が，華僑社会の信仰状況に影響を与える事例が確認された。

最後に今後の神戸普度勝会の展開について少し検討してみたい。最初に神戸に来た老華僑た

ちが普度勝会という宗教文化を神戸に持ち込み，それを発展させ，老華僑二世，三世がそれを

守ってきた。本来，また彼らの子孫がそれを守っていくことが想定されるが，彼らは日本社会

に馴染み，中国文化から離れ，日本式の会社につとめているため，それを継続することが難し

くなっている。かわりに，1980 年代以降に来日した新華僑のライフスタイルが普度勝会活動に

親和的であるため，彼らが普度勝会を引き継ぐことに成功している。しかし，新華僑の子孫は

老華僑の子孫と同様の同じパターンに進んでいくことが予測されるため，将来，新華僑二世が

普度勝会活動を引き継ぐことは考えにくい。

また，今回新華僑が普度勝会を引き継いだように，中国から新しく訪れる人による継承とい

う方式も考えられる。しかし，文化大革命以降，中国では民間信仰が衰退している。福建省の

場合でも，今日では民間信仰に関心を持っていない若者が多い。このように，中国から新しく

訪れる人による普度勝会の継承も考え難い。

ただし，現在二世，三世の老華僑の話によると，彼らも若い時は学校と仕事の関係であまり

普度勝会と関わってこなかった。歳を取り，時間の余裕ができてから，普度勝会と関わること

が多くなったという。このように，今後老華僑と新華僑の子孫も歳を取ってから普度勝会を関

わるようになる可能性もある。また，中国改革開放以降，海外の華僑華人団体から支援を受け

て善堂が復興し，老人ホーム・診療所・貧困者支援・奨学金支給などの活動を行うところがで

きたこともあり，中国政府は海外華僑華人の投資を呼び込みたいという目的からで民間信仰の

復活に寛容な態度を採ったことがある（玉置，2012）。そのため，海外華僑華人とのつながりに

より，中国本土において民間信仰は復興の傾向にある。従って，今後新しく来日する人々は，

民間信仰に関心を持った人々であるという可能性もある。このように，現役の新華僑がまた老

いていったとしても，今後新しく中国から来日する人が民間信仰に信仰を持つことがあれば，
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彼らによって普度勝会が継承されていく可能性もあるだろう。

一方，1980 年代から普度勝会の紙師をつとめた王良清氏は今日でも活躍している。しかし，

彼はすでに 60 歳を超えているため，彼の後にだれが紙師をつとめるのかも大きな問題となる。

王良清氏の話によると，現在福建省でも細工物を作る職人が減っているかわりに，工場の機械

で冥宅を作ることが増えているという。なので，今後新しい紙師が来てくれるならば，それが

もっとも望ましいものの，たとえそうでなくても，機械で作った冥宅を利用していくという可

能性もあるだろう。

華僑の祭祀行事の役割は，単に神や祖先を祭る儀礼であるだけではなく，親族と同郷会の親

睦にもある。神戸の普度勝会は，全国に散らばる華僑が集まり，同胞と交流を深めたり，情報

交換の場としての役割を果たしている（王，2001：156）。従って，現在福建省出身の新華僑が

老華僑からそれを引き継いでいることには大きな意義がある。今後，神戸普度勝会がいかに展

開していくのか，これからも引き続き観察してみたいと思う。

（おう こうけん・人間科学専攻)

注

1）福建同郷会のメンバーはほとんど福州市の福清市（県）の出身者であるため，福州系華僑という言
葉も使われている。現在福清市は「市」で呼ばれるが，実際は行政レベルでは県であり，福州市の中
の1つの地域である。
2）筆者は福州市出身であるので，福建省出身の新華僑と方言で話すことが可能である。福州語と福
清語のニュアンスは少し異なるが，基本的に交流する上で問題はない。
3）広東省の出身者の場合，祖先への冥紙には金銭を使うこともある。
4）神戸同人連誼会のメンバーは主に福建省出身の新華僑であるが，ほかの地域の出身者も少しいる。
本稿では主に福建省出身の新華僑に着目した。

参考文献

過放，2013，「新時代の中華会館」中華会館編，『落地生根─神戸華僑と神阪中華会館の百年（増訂版）』
研文出版．
王維，2001，『日本華僑における伝統の再編とエスニシティ─祭祀と芸能を中心に』風響社．
玉置充子，2012，「中国と東南アジアの華僑華人社会─民間信仰と結ぶついた慈善団体『善堂』」櫻井
義秀・濱田陽編，『アジアの宗教とソーシャル・キャピタル』明石書店．
張玉玲，2015，「在日華僑社会の文化的変動と血縁・地縁紐帯の拡大─神戸在住の福清出身華僑の事
例を中心に─」『21 世紀東アジア社会学』（7），84-99．

曽士才，1987，「在日華僑と盆行事─移民社会における伝統行事の機能と変容」『民俗学評論』第 27
号，40-70．

― 311 ―

翁：福建省出身の老華僑と新華僑の協力による神戸普度勝会の継承



曽士才，2013，「中華義荘と関帝廟」中華会館編，『落地生根─神戸華僑と神阪中華会館の百年（増訂
版）』研文出版．

― 312 ―

北海道大学大学院文学院 研究論集 第 19 号


